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免疫療法」というのをご存知でしょうか？　が
んに対する治療法として近年注目を集めているもの
で、日本においてもここ数カ月で話題にのぼることが
多くなりました。仕組みは、がん細胞にだけ特異的に
結びつく抗体を患者に注射し、抗体ががん細胞に結合
したところで近赤外線を当てるというもの。するとた
ちまちがん細胞が破壊され、破壊された抗原は免疫細
胞によって処分されます。この療法の凄いところは、
人体に影響の少ない抗体やテレビのリモコンなどで使
用される近赤外線しか治療に使用されないこと。その
ため副作用がほとんどなく、また抗がん剤のような毒
性の蓄積もないため、繰返し何回でも治療することが
可能です。さらに破壊された抗原を処分した免疫細胞
は、その情報を他の免疫細胞等へ伝えることで、なん
と他の部位に転移したがんも攻撃してくれるとのこ
と。残念ながら現在は臨床段階で、実用化にはあと数
年かかるそうですが、現在国内の死亡原因１位であり、
国民の半数が罹患するといわれるがんも、近い将来そ
れほど怖い病気とはならなくなる日が来るかもしれま
せん。� （S.S）

　　日に財布をプライベートのカバンに移して外出
し、戻し忘れて出勤した月曜日、あ、財布がない！　
ということをこれまで何度も体験してきた自分にとっ

て、このガジェットは最高にありがたい！　即日ネッ
ト注文しました。
　NHKの朝のニュースで紹介されていたのですが、
100円玉２枚くらいの厚み、大きさは100円玉１枚半く
らいのプラスチック製のタグで、紛失したくない大切
なものに付けておくことで、それが手元から離れると
スマホに通知が届き、紛失した場所も地図で確認でき
るという優れものです。スマホとはBluetoothで接続
し、目視で20～30ｍくらい離れると通知が来ます。
　最近は便利なものが増えたなぁと興味をもち購入前
に検索してみたところ、意外にいろいろなメーカーか
ら似たようなガジェットが出ていたのですが、完成度
が高そうだったのは、やはり最初にテレビで見た製品
でした。単なる紛失防止タグではなく、交番や街中の
スポットに専用アンテナを設置して、地域の小学生や
街を徘徊する認知症の方、愛犬などの見守りにも使え
るようなサービス展開や、見ず知らずのユーザーのア
プリ＆スマホをアンテナ代わりとし、紛失物とすれ違
うとその情報をサーバに送り、持ち主が紛失位置を特
定するのに役立てられるクラウドトラッキング機能な
どもあります。
　クラウドファンディングで資金を集め、アイディア
をどんどん膨らませてと、今どきのベンチャー企業は
なかなかやるなと感心させられました。� （Y.H）

休

「光


